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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。

目次 Contents

March 2018
No.1133

3

◉市の人口・世帯数 １月31日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

107,164(-116) 50,759(-73) 56,405(-43) 47,410(+2)
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市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

  ◉ 今月の焦点　救急車の適正利用

◉
今
月
の
焦
点
　
救
急
車
の
適
正
利
用

一
刻
を
争
う
命
が
あ
る

救急車をタクシー代わりに使わないで
これらは本 当にあった 事例です

緊急性がない場合

タクシー代わりの救急要請

●湿疹がかゆい　●足をひねった　●虫歯が痛い
●便秘でおなかが張る　●救急車で行くとすぐ診て
もらえる

●医療機関へ行く方法がない　●入院予定だから乗せ
て行ってほしい　●開いている病院が遠い

救
急
搬
送
の
約
半
数
が
軽
症
で
す

　
傷
病
程
度
別
（
右
グ
ラ
フ
参
照
）
で
見
る
と
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の
約
５
割
が
診
察
の
結
果
、入

院
の
必
要
が
な
い
軽
症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
に
は
現
地
に
到
着
す
る
と
、
か
す
り
傷
や
虫
歯
と

い
っ
た
も
の
や
、
入
院
予
定
な
の
で
病
院
に
行
き
た
い

な
ど
、
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　
救
急
車
の
安
易
な
利
用
が
増
え
る
と
、
救
え
る
命
を

救
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
命
の
危
険
が
あ
り
、

緊
急
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
下
に
一
秒
で

も
早
く
救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ
う
、
緊
急
性
の
な
い

場
合
や
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。

中等症（46.7％）
軽症（49.7％）

死亡（1.4％）
重症（2.2％）

■平成29年中 傷病程度別割合
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■救急件数10年推移 近

年
、
救
急
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
救
急
出
動
が
重
な
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
事
故
に
よ
る
大
け
が
や
、

心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
で
病
院
に
緊
急
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
人
へ
の

救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
警
防
課

昨
年
の
救
急
件
数
が

過
去
最
高
を
記
録

　
河
内
長
野
市
に
お
け
る
平
成
29
年
中
の
救

急
件
数
は
４
９
５
３
件
で
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
10
年
前
と
比
較
す
る
と
約
20
㌫
増
加
し
て

い
ま
す
。
救
急
需
要
が
こ
の
ま
ま
増
え
続
け

れ
ば
、
救
急
車
の
出
動
が
追
い
付
か
な
く
な

り
、
緊
急
時
の
救
急
車
到
着
が
遅
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
こ

と
と
考
え
、
適
正
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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他にもこんな時は…
■意識の障害▷意識がない（返事がない）またはおかしい（もうろうとしている ）▷ぐったりしている
■けいれん▷けいれんが止まらない▷けいれんが止まっても、意識がもどらない
■事故▷交通事故にあった（ 強い衝撃を受けた）▷水におぼれている▷高所から転落
■けが・やけど▷大量の出血を伴う外傷▷広範囲のやけど
■吐き気▷冷や汗を伴うような強い吐き気
■飲み込み▷食べ物をのどにつまらせて、呼吸が苦しい▷変なものを飲み込んで、意識がない

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

いざという時に慌てないよう、携帯電話に登録して
おくなどして、各自で備えることが大切です。

どんな時に救急車を呼べばいいの？
　救急車を正しく利用することは大切ですが、利用を控えるあまりに、

取り返しのつかないことになっては本末転倒です。
特に次のような症状が出た場合はすぐに 119 番をし、救急車を呼んでください。

救
急
車
は
①
①
⑨
番

  ◉ 今月の焦点　救急車の適正利用

　
救
急
車
を
呼
ぶ
時
は
、
指
令
員

の
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

❶
火
事
で
す
か
、
救
急
で
す
か
？

救
急
車
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
は

っ
き
り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

❷
救
急
車
が
向
か
う
場
所
を
教
え

て
く
だ
さ
い

住
所
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
近
く

の
大
き
な
建
物
、交
差
点
な
ど
目
印

に
な
る
も
の
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

❸
名
前
、
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ

さ
い

途
中
で
電
話
が
切
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
あ
と
で
詳
し
い
情
報
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
に
か
け
直
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

❹
誰
が
ど
う
し
ま
し
た
か
？

年
齢
、
性
別
、
け
が
の
状
態
や
病

気
の
症
状
を
簡
潔
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
持
病
や
、

か
か
り
つ
け
病
院
を
聞
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

❺
必
要
な
ら
応
急
手
当
を

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
必
要
な
状
態

な
ら
、
指
令
員
が
電
話
で
や
り
方

を
伝
え
ま
す
。
勇
気
を
出
せ
ば
助

け
ら
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　
救
急
件
数
は
年
々
増
加
し
て
き

て
お
り
、
軽
症
傷
病
者
の
割
合
が

高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
に
救
急
車
を
呼
ぶ
多

く
の
方
々
は
、
き
っ
と
何
ら
か
の

不
安
を
感
じ
て
の
１
１
９
番
通
報

で
し
ょ
う
。
判
断
に
迷
う
時
に
は
、

救
急
医
療
に
関
す
る
情
報
ツ
ー
ル

や
電
話
相
談
な
ど
を
う
ま
く
活
用

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

知ってて安心！
こんなときにご活用ください

■救急車を呼ぶかどうか迷ったときは
　救急安心センターおおさか ☎♯ 7119
　または ☎ 06-6582-7119 へ（24 時間）
■子どもが急病！どうしたらいいんだろう？
　小児救急電話相談 ☎♯8000または
　☎06-6765-3650へ（午後８時～翌朝８時）
■救急受診ガイド
　 市ホームページに掲載。「救急受診ガイド」
　　で検索を。
■スマートフォンアプリ
●全国版救急受診スマホアプリ Ｑ助　
●小児救急支援スマホアプリ（大阪府版）

該当する症状を選択していくことで、緊急度に応じた
対応「いますぐ救急車を呼びましょう」「緊急ではあ
りませんが医療機関を受診しましょう」などが表示
されます。その後医療機関の検索や、受診手段検索

（全国タクシーガイドにリンク）、近くの医療機関を地
図上に表示するアプリなどがあります。119 番にワン
タッチで電話することも可能です。

河
内
長
野
市
消
防
署
本
署

熊
野
理
奈
救
急
救
命
士

大人の場合子ども（15歳未満）の場合

頭
・突然の激しい頭痛
・突然の高熱
・支えなしで立てない    
　くらい急にふらつく

胸や背中
・突然の激痛
・急な息切れ、呼吸困難
・胸の中央が締めつけ  
　られるような、また
　は圧迫されるような
　痛みが２～３分続く
・痛む場所が移動する

顔
・顔半分が動きにくい
　あるいはしびれる
・ニッコリ笑うと口や
　顔の片方がゆがむ
・ろれつがまわらない
・視野がかける
・ものが突然二重に見
　える
・顔色が明らかに悪い

手足
・突然のしびれ
・突然、片方の腕や足
　に力が入らなくなる

腹
・突然の激しい腹痛
・持続する激しい腹痛
・吐血や下血がある

頭
・頭を痛がってけいれ
　んがある
・頭を強くぶつけて出
　血がとまらない、意
　識がない、けいれん
　がある

おなか
・激しい下痢や嘔吐で
　水分が取れず食欲が
　なく意識がはっきり
　しない
・激しいおなかの痛み
　で苦しがり、嘔吐が
　止まらない
・ウンチに血がまじる

顔
・くちびるの色が
　紫色で顔色が悪い

胸
・激しい咳や、ゼー
　ゼーして呼吸が
　苦しそう
・呼吸が弱い

手足
・手足が硬直して
　いる

　
応
急
処
置
や
適
切
な
病
院
へ
の

搬
送
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
傷
病

者
や
家
族
の
不
安
な
気
持
ち
を
取

り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
も
救
急
隊

員
に
と
っ
て
の
大
切
な
役
割
で
あ

る
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
寄
り
添
う
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
地
域
の
安
全
を
こ
れ
か

ら
も
全
力
で
守
り
た
い
で
す
。

緊
急
時
の
不
安
を
取
り
除
き
た
い

　

先
日
、
関
西
テ
レ
ビ
「
み
ん

な
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
ラ
ン
ナ
ー
」

で
本
市
消
防
本
部
が
取
材
さ
れ
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
救
急
隊

の
連
携
や
救
急
現
場
の
緊
迫
し

た
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
現
在
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
救
急
車
を
増
車

　
消
防
本
部
で
は
、
増
加
傾
向

が
予
測
さ
れ
る
救
急
需
要
へ
の

対
策
に
向
け
て
、
昨
年
11
月
に

救
急
車
１
台
を
増
車
し
ま
し
た
。

　
救
急
要
請
が
重
な
る
場
合
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、救
急
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
指
導
救
命
士
制
度

　

救
急
現
場
に
お
い
て
豊
富
な

経
験
を
積
ん
だ
救
急
救
命
士
を

中
心
と
し
た
組
織
的
な
教
育
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
本
年
度

よ
り
「
指
導
救
命
士
」
制
度
を

活
用
し
た
救
急
隊
の
教
育
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
救
急
業
務

全
般
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

救
急
体
制
の
強
化
と

地
域
の
安
全
安
心
を
目
指
し
て

■
市
職
員
も
応
急
手
当
を
学
ん
で

い
ま
す

　
突
然
起
こ
る
急
病
や
け
が
の
中

に
は
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
の
対
処
が
非
常
に
重
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
庁
舎
内

や
外
出
先
で
事
故
や
急
病
人
の
発

生
が
あ
っ
た
際
、
慌
て
ず
迅
速
な

対
処
が
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
を
習
得
す
る
応
急
手

当
講
習
の
全
職
員
参
加
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
へ
出
向
き
、

授
業
を
利
用
し
た
応
急
手
当
や
救

急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
の
普

及
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
学
童

期
か
ら
の
救
急
医
療
の
適
切
な
活

用
へ
の
意
識
づ
け
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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日時 会場 日時 会場

３月 19日㈪ コノミヤ南花台店 ３月29日㈭ 寺元集会所

３月 22日㈭ 楠小学校 ４月２日㈪ 美加の台小学校

３月 23日㈮ 小山田小学校 ４月３日㈫ 三日市小学校

３月 26日㈪ 天見小学校 ４月４日㈬ 滝畑コミュニティセンター

３月 27日㈫ 楠台自治会館 ４月５日㈭ 加賀田小学校

３月 28日㈬ 高向小学校 ４月７日㈯ キックス

◉火災発生の状況
種類別 件数（前年） 原因別 件数（前年）

建
物
火
災

全焼 4（0） こんろ 3（5）
半焼 0（0） 放火 3（0）

部分焼 7（1） たき火 2（3）
ぼや 7（7） 放火の疑い 1（2）
爆発 0（0） 電気機器 1（1）

林野火災 1（3） たばこ 1（1）
電気装置 1（0）

車両火災 2（3） 配線器具 1（0）
灯火 1（0）

その他の火災 4（2） その他不明など 11（4）

　平成29年１月～12月の火災・救急・救助概
況がまとまりました。主な内容は次のとおり
です。
■火災…件数、損害額ともに増加、負傷者
は減少
　発生件数は25件（前年比９件増）で、損害
額は3169万3000円（同3060万2000円増）
と大幅に増加しました。また、死者数は０人

（同０人）と発生せず、負傷者数は４人（同２
人減）と減少しました。負傷者のうち、２人は
初期消火時、１人はたき火中に、１人は避難時
に炎にあおられ負傷されました。種類別・原因
別の内訳は右表のとおりです。
■救急…１日に約13.6件出動
　出動件数は4953件（同128件増）で、１日
平均約13.6件の出動となっています。事故種
別は、急病が3232件で全体の約65％を占め、
以下一般負傷853件、交通事故358件の順と
なっています。搬送人数は4425人（同183人
増）で、傷病程度別では軽症が2199人と全体
の約50％を占め、以下中等症2066人、重症
97人、死亡63人となっています。
■救助…建物等による事故がトップ
　出動件数は47件（同７件増）で、救助人数

は36人（同９人増）でした。事故種別では、建物等に
よる事故13件、交通事故11件、火災５件、風水害等
自然災害２件、機械による事故１件、その他の事故15
件となっています。

�警防課（☎53-7799）

平成29年中 火災・救急・救助概況
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事
業
所

市
営
三
日
市
住
宅
跡
地

購
入
事
業
者
の
再
募
集

　
昨
年
実
施
し
ま
し
た
事
業
者
募
集

に
つ
い
て
、条
件
な
ど
を
見
直
し
、再

募
集
を
行
い
ま
す
。
市
営
三
日
市
住

宅
跡
地
を
有
効
活
用
し
、
三
日
市
町

駅
周
辺
一
体
を
活
性
化
す
る
た
め
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業

者
か
ら
跡
地
周
辺
地
域
の
土
地
利
用

計
画
案
な
ど
を
募
集
し
、
審
査
を
経

て
跡
地
購
入
事
業
者
を
選
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
３
月
下
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

�
都
市
創
生
課

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
事
業
主
は
、社
会
的
連
帯
の
理
念
に

基
づ
き
、障
が
い
者
雇
用
率
に
相
当
す

る
人
数
の
障
が
い
者
の
雇
用
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法

定
雇
用
率
が
、平
成
30
年
４
月
１
日
よ

り
現
行
２
・
０
％
か
ら
２
・
２
％
（
民

間
企
業
対
象
）
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　
　
　
　

      （
☎
53
・
３
０
８
１
）

運
転
者
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ　
左
表
の
と
お
り
▽

受
け
付
け
は
午
後
６
時
30
分
～
（
４

月
７
日
は
午
後
１
時
30
分
～
）
▽
講

習
は
午
後
７
時
～
（
４
月
７
日
は
午

後
２
時
～
）

持
ち
物　
運
転
者
講
習
カ
ー
ド
（
小

学
校
で
は
ス
リ
ッ
パ
が
必
要
）

�
都
市
創
生
課
ま
た
は
河
内
長
野
交

通
安
全
自
動
車
協
会
（
☎
53
・
３
０

９
２
）

問い合わせ　農林課

通信
VOLUME 17

施設長 柏本さん
サイクリングマップも

配布していますよ

　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
エ
リ
ア

で
は
、
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
春
は
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
。
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
で
は
車
体
の
軽
い
ク

ロ
ス
バ
イ
ク
や
坂
道
に
適
し
た
電

動
タ
イ
プ
、
子
ど
も
用
の
自
転
車

も
あ
り
ま
す
。

料
金　
電
動
自
転
車
１
日
１
５
０

０
円
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
１
日
１
０

０
０
円
、
子
ど
も
用
自
転
車
１
日

８
０
０
円
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
無
料

貸
し
出
し
あ
り
）

車
種　
電
動
ア
シ
ス
ト
ク
ロ
ス
バ

イ
ク
４
台
、
電
動
ア
シ
ス
ト
シ
テ

ィ
サ
イ
ク
ル
３
台
、
幼
児
一
人
乗

せ
電
動
ア
シ
ス
ト
1
台
、
ク
ロ
ス

バ
イ
ク
５
台
、
子
ど
も
用
自
転
車

３
台
）

※
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
予
約
を
。

�
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

　
　
　
　
　
（
☎
56
・
９
６
０
６
）

春
サ
イ
ク
リ
ン
グ
～
女
子
編
～

　
気
軽
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
興
味
の
あ

る
女
性
（
初
心
者
歓
迎
）

と
き　
３
月
17
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
１
時

集
合　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
自
転
車
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル
す
る
場

合
は
別
途
１
０
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み　
３
月
５
日
か
ら
電
話

で
農
林
課
へ

�
農
林
課

親
子
で
楽
し
む
ピ
ザ
作
り
体
験

　
自
分
で
生
地
を
伸
ば
し
、
ト
ッ

ピ
ン
グ
を
選
ん
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ピ
ザ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

材
料
費　
１
人
１
０
０
０
円
（
小

学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

申
し
込
み　
希
望
日
の
２
日
前
ま

で
に
電
話
で
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
へ

※
繁
忙
期
を
除
く
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
開
館
日
に
開
催
▽
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

�
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

　
　
　
　
　
（
☎
56
・
９
６
０
６
）

木
根
館
の
催
し

■FAN
TASTIC M

ARKET

～
木
の
あ
る
食
卓
～

　
天
然
酵
母
パ
ン
や
果
物
、
焼
菓

子
な
ど
春
の
食
材
を
販
売
し
ま
す
。

と
き　
３
月
11
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
５
時

■FAN
TASTIC TABLE

　
自
分
で
食
材
を
選
ん
で
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
を
つ
く
り
ま
す
。

と
き　
３
月
11
日
㈰
午
前
11
時
30

分
～
午
後
３
時

料
金　
１
８
０
０
円
（
お
お
さ
か

河
内
材
の
特
製
ウ
ッ
ド
プ
レ
ー
ト

付
き
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
３
月
５
日
か
ら
メ
ー

ル
（event@

graf-d3.com

▽

氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
を
記

入
）
で
グ
ラ
フ
ス
タ
ジ
オ
へ

�
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

（
☎
64
・
８
１
５
１
）

安
全
安
心
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無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
配
布

　
平
成
30
年
度
分
の
無
料
ご
み
シ

ー
ル
を
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
枚
数

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
届
い
た
シ
ー
ル
は
４
月
１
日

以
降
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
１
年
分
の
シ
ー
ル
を
一
括
し
て

配
布
し
ま
す
。

◎
シ
ー
ル
の
有
効
期
限
は
２
年
間

で
す
。

◎
３
月
26
日
ま
で
に
シ
ー
ル
が
届

か
な
い
場
合
は
、
環
境
衛
生
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
せ
ず
に

市
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
３
月

15
日
以
降
に
印
鑑
と
居
住
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
電

気
・
ガ
ス
の
領
収
書
な
ど
氏
名
と

住
所
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
を
持

っ
て
、
同
課
で
シ
ー
ル
の
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

道
路
占
用
料・公
園
使
用
料
な
ど

が
4
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
道
路
占
用
料
・
公
園
な
ど
を
占

用
す
る
際
の
使
用
料
は
、
現
在
の

地
価
に
準
じ
た
適
正
な
価
格
へ
見

直
し
を
行
い
、
4
月
1
日
か
ら
新

た
な
料
金
に
改
定
し
ま
す
。
料
金

は
占
用
物
件
ご
と
に
異
な
り
、
ま

た
占
用
物
件
の
細
分
化
や
価
格
の

算
定
単
位
が
変
更
さ
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

占
用
料
・
使
用
料
の
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
道
路
課
ま
た
は
公
園
河
川
課

給
水
装
置
の
工
事
は

指
定
工
事
店
に
依
頼
を

　
水
道
の
水
漏
れ
や
故
障
な
ど
で

の
給
水
装
置
工
事
は
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者（
指
定
工
事
店
）

で
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う
修
繕
代

金
の
見
積
や
作
業
方
法
の
確
認
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
平
成
29
年
12
月

末
現
在
３
６
８
社
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
覧
表
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
水
道
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
水
道
課

資
源
集
団
回
収
助
成
金
の

交
付
申
請
を

　
平
成
29
年
度
後
期
分
（
昨
年
10

月
～
今
年
３
月
）
の
資
源
集
団
回

収
助
成
金
交
付
申
請
を
、
３
月
30

日
ま
で
に
環
境
衛
生
課
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
新
規
登
録
を
受
付
中

　
資
源
集
団
回
収
は
、
自
治
会
や

こ
ど
も
会
な
ど
事
前
に
登
録
し
て

い
る
団
体
が
古
紙
類
、古
布
類
、金

属
類
を
定
期
的
に
回
収
し
、
再
生

業
者
に
引
き
渡
し
て
い
る
場
合
、

１
㌔
㌘
あ
た
り
３
円
の
助
成
金
を

登
録
団
体
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

今
後
資
源
集
団
回
収
を
予
定
し
て

い
る
団
体
や
、
す
で
に
実
施
中
で

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
団
体
は
、

環
境
衛
生
課
へ
登
録
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

資
源
ご
み
は
正
し
く
分
別
を

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

◎
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
外

し
て
出
す
。

■
古
紙

　
新
聞
（
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
）、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
飲
料
用
紙
パ

ッ
ク
、
雑
紙（
包
装
紙
、
紙
箱
、
紙

袋
な
ど
）の
５
種
類
に
分
類
し
、種

類
ご
と
に
十
文
字
に
ひ
も
を
か
け
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
段
ボ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
出
さ
な
い
。

◎
小
さ
な
紙
類
の
場
合
は
不
要
な

紙
袋
に
入
れ
、
中
身
が
出
な
い
よ

う
に
し
て
出
す
。

◎
紙
パ
ッ
ク
は
水
洗
い
し
、
切
り

開
い
て
出
す
。
内
側
に
ア
ル
ミ
の

つ
い
た
も
の
は
「
も
え
る
ご
み
」

に
出
す
。

■
カ
ン
・
ビ
ン
・
小
型
金
属
類
・

古
布

　
推
奨
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
カ

ン
・
ビ
ン
・
小
型
金
属
類
は
同
じ

袋
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
段
ボ
ー
ル
や
紙
袋
に
入
れ
て
出

さ
な
い
。

◎
中
身
を
空
に
し
て
洗
っ
て
か
ら

出
す
。

◎
古
布
で
汚
れ
て
い
る
も
の
は「
も

え
る
ご
み
」
に
出
す
。

�
環
境
衛
生
課高

齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
の
講
座

①
は
じ
め
て
の
ス
マ
ホ
講
座

対
象　
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
資
格

が
あ
り
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人

と
き　
３
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
午

後
１
時
～
３
時
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

定
員　
24
人
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

②
初
心
者
陶
芸
教
室

対
象　
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
資
格

が
あ
り
陶
芸
未
経
験
の
人

と
き　
４
月
20
日
～
９
月
21
日
の

第
１
・
３
金
曜
日
（
全
10
回
）
午

前
10
時
～
正
午

定
員　
10
人
（
抽
選
）

材
料
費　
毎
回
５
０
０
円
（
初
回

の
み
道
具
代
２
０
０
０
円
必
要
）

③
健
康
運
動
教
室

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

と
き　
４
月
５
日
～
９
月
27
日
の

木
曜
日
（
第
２
木
曜
日
と
５
月
３

日
、
８
月
16
日
を
除
く
）

定
員　
10
人
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

保
険
料　
１
０
０
０
円
程
度　

申
し
込
み　
①
は
３
月
６
日
～
13

日
に
、
②
③
は
３
月
７
日
～
15
日

に
利
用
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
持
参
し
て
同
セ
ン
タ

ー
へ
▽
電
話
不
可
▽
受
付
は
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日
・
祝

日
を
除
く
）

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

高
齢
者
の
家
事
援
助
の

担
い
手
養
成
研
修

対
象　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
事
業

（
要
支
援
認
定
者
や
虚
弱
な
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
自
宅
を
訪
問
し

て
掃
除
や
調
理
な
ど
を
行
う
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
従
事
を
希

望
す
る
市
民
、
ま
た
は
市
内
で
総

合
事
業
を
行
う
事
業
所
に
従
事
す

る
人

と
き　
３
月
27
日
㈫
～
29
日
㈭
午

前
10
時
～
午
後
４
時
▽
27
日
は
午

前
９
時
45
分
か
ら

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
30
人
（
先
着
順
▽
全
日
出

席
で
き
る
人
の
み
）

教
材
費　
１
４
０
４
円

申
し
込
み　
３
月
５
日
～
20
日
ま

で
に
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
64
・
９
０
０
０
、
�
64
・
０
２
２
２
）

介
護
サ
ロ
ン

　
少
し
体
を
動
か
し
て
悩
み
を
話

し
て
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん

か
？

対
象　
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　
３
月
13
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
ア
ル
カ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
河
内
長
野
店
（
本
多
町
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
52・

０
１
８
０
）

暮らし 高齢者 その他

暮
ら
し

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日・年末年始を除く）衛生処理場
（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後１時～３時▷衛
生処理場が午前 10 時～正午▷もったいない市会
場でも回収を実施します。
★陶磁器製・ガラス製食器以外は回収できません▷
洗ってからの持ち込みにご協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。
気に入った食器があれば、無料でお持ち帰りいただ
けます。
とき　３月 22日㈭午前 10時～午後１時
ところ　市役所　

◉子ども服（70～ 150 ㌢㍍）・靴・帽子の回収
子ども用帽子の回収も始めました！

ところ とき

環境衛生課
月～金曜日

午前９時～午後５時 30分
（祝休日・年末年始を除く）

あいっく
土日祝日

午前10時～午後５時 30分
（水曜日・年末年始を除く）

★持ち込みできるもの　Ｔシャツ、トレーナー、セータ
ー、ズボン、スカートなど

★持ち込みできないもの　破れ、シミ、汚れのあるもの、
肌着、下着、おむつなど（新品のみ可）

★洗ってからの持ち込みにご協力を▷市ホームペー
ジもご参照ください。

■判決について
　平成28年8月10日、大阪地方裁判所堺支部にお
いて、市が請求している全額を認める判決が言い
渡されました（本市の全面勝訴）。市から財団への
求償額は30,298,949円（指定管理料の返還未納
分15,016,396円、滞納共益費未納分15,259,269
円、健康支援センター内自動販売機電気代未納分
23,284円）です。
■破産手続きの経過について
　財団及び財団理事長個人の債権調査などが行わ
れましたが、破産財団をもって破産手続きの費用
を支弁できなかったことにより、平成29年9月19
日に破産廃止が決定され、一般破産債権者への配

当は行われずに破産手続きが終了となり、市から
の求償額は回収できませんでした。
■今後について
　市では、市民や利用者のみなさまに多大なご迷
惑をおかけしたことを改めてお詫びしますととも
に、再発防止に取り組み、危機意識を持って施設
の管理運営を行い信頼回復に努めてまいります。今
後は、フォレスト三日市3階の活性化を図るために、
市全体で様々な施策を展開してまいります。
※詳しい経過などは、市ホームページに掲載して
います。
�健康推進課または自治協働課

健康支援センター・三日市市民ホールの前指定管理者
一般財団法人健康管理・開発センターの共益費などの滞納の事案について

その他

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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国
宝

木
造

大だ

い

日に

ち

如に

ょ

来ら

い

坐ざ

像ぞ

う

木
造
不ふ

動ど

う

明み
ょ
う

王お

う

坐ざ

像ぞ

う

木
造
降ご

う

三ざ

ん

世ぜ

明み
ょ
う

王お

う

坐ざ

像ぞ

う

平
安
時
代
／
天
野
山
金
剛
寺
蔵

落
慶
法
要
記
念
特
別
編

今回の歴女
吉村 君子さん
休日はお祭りを追い
かけて神社やお寺を
訪れることが多いで
す。お祭りの時の華
やいだ雰囲気も好き
ですが、落ち着いた
雰囲気に包まれて見
る仏像は、より一層
魅力的に感じました。

　
一
般
に
、
如
来
は
修
行
を
完
成
し
た
者
、

明
王
は
仏
法
を
守
護
す
る
存
在
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
向
か
っ
て
中
央
に
大
日
如
来
、
右
に

不
動
明
王
、
左
に
降
三
世
明
王
を
配
す
る
組

み
合
わ
せ
は
、
密
教
の
図
像
の
一
つ
で
あ
る

尊そ
ん

勝し
ょ
う

曼ま
ん

荼だ

羅ら

を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

本
坐
像
三
躯く

は
平
成
29
年
９
月
に
国
宝

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
像
高
が
そ
れ
ぞ
れ
、

大
日
如
来
は
３
１
３・
５
㌢
、
不
動
明
王
が

２
０
１・７
㌢
、
降
三
世
明
王
が
２
３
０・１

㌢
で
あ
り
、
金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
日
如
来
は
宝
冠
や
瓔
珞
な
ど
で
飾
ら
れ

お
り
、
そ
の
像
高
も
あ
い
ま
っ
て
豪ご

う

奢し
ゃ

さ
が
き

わ
だ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
不
動
明
王
と
降
三
世

明
王
は
、
明
王
の
特
徴
で
あ
る
憤
怒
相
や
火か

焔え
ん

光こ
う

背は
い

が
力
強
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

彩色された梁
はり

もきれ
い！色鮮やかな建物
も見どころです。

実際に三躯が並んで
いるとすごい迫力！
豪華さと力強さ、大き
さに圧倒されます。

仏像 ZOOM UP!
大日如来は他の如来と異なり、瓔

よう

珞
らく

や宝
ほう

冠
かん

、腕
わん

釧
せん

や臂
ひ

釧
せん

をつけた菩
薩形をとっている点が特徴である。
本坐像も装飾が細部にわたって繊
細に表現されている。
※瓔珞は首や胸の装飾、腕釧は手
首の装飾、臂釧は上腕部の装飾

＋

　
平
成
21
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
金
堂
ほ
か

２
棟
の
保
存
修
理
が
完
了
し
、３
０
０
年
前
の
鮮

や
か
な
色
彩
が
蘇
り
ま
し
た
。ま
た
、新
た
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
た
大
日
如
来
坐
像
を
は
じ
め
と
す

る
三
尊
像
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）も
安
置
さ
れ
、こ

れ
を
記
念
し
て
次
の
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
落
慶
式
典
の
見
学

と
き　
３
月
27
日
㈫
正
午
～
午
後
２
時

※
三
尊
像
の
拝
観
は
28
日
か
ら
。

■
新
国
宝
三
尊
の
特
別
拝
観

と
き　
３
月
28
日
㈬
～
４
月
18
日
㈬
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分

拝
観
料　
８
０
０
円（
別
途
入
山
料
２
０
０
円
）

■
落
慶
祭

❶
サ
キ
タ
ハ
ヂ
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
金
剛
寺
サ
ウ
ン

ド
＆
光
の
切
り
絵
シ
ョ
ー
＝
３
月
31
日
㈯
・
４
月

１
日
㈰
午
後
６
時
～
８
時
▽
観
覧
料
５
０
０
円

❷
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
の
川か

わ
い合
康や

す
し

さ
ん
の
講

演
会
「
阿
観
上
人
と
中
世
一
山
寺
院
と
し
て
の

金
剛
寺
」
＝
３
月
31
日
㈯
午
前
11
時
～
正
午

❸
丹に

生う

都つ

比ひ

売め

神
社
宮
司
の
丹に

ゅ
う生
晃こ

う

一い
ち

さ
ん
の

講
演
会
「
神
仏
習
合
・
高
野
山
と
丹
生
都
比
売

神
社
」
＝
４
月
１
日
㈰
午
前
11
時
～
正
午

❹
金
剛
寺
・
観
心
寺
・
延
命
寺
の
住
職
に
よ
る
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
「
３
住
職
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
ア
ン
コ
ー

ル
」＝
３
月
31
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

❺
金
剛
寺
・
観
心
寺
・
延
命
寺
の
住
職
と
丹
生
都

比
売
神
社
の
宮
司
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＝
４
月
１

日
㈰
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

❻
天
王
寺
楽
所
雅
亮
会
に
よ
る
雅
楽
奉
納
＝

３
月
31
日
㈯
午
後
１
時
～
２
時

❼
落
慶
市（
マ
ル
シ
ェ
）＝
３
月
31
日
㈯
、４

月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
８
時
▽
両
日
と

も
午
前
11
時
か
ら
天
野
酒
・
か
や
く
ご
飯
・

菓
子
な
ど
の
ふ
る
ま
い
あ
り
＝
整
理
券
は
午

前
10
時
か
ら
境
内
で
配
布

❷
～
❻
の
申
し
込
み　
往
復
は
が
き
（
〒
586

ー
０
０
７
７
南
花
台
３
の
６
の
10
）
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
催
し

名
を
記
入
し
て
３
月
15
日
ま
で（
消
印
有
効
）

に
落
慶
法
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
へ
。

※
❷
～
❻
以
外
は
当
日
直
接
会
場
へ
▽
料
金

の
記
載
が
な
い
催
し
は
無
料（
入
山
料
も
無
料
）。

※
３
月
30
日
㈮
の
「
祝
！
新
国
宝
三
尊
見
仏

記
ラ
イ
ブ
」
の
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
ま
し
た
。

�
落
慶
法
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（
☎
０
７
０
・
６
６
８
３
・
２
４
３
６
）

■
す
だ
れ
資
料
館
の
一
般
公
開

　
市
の
伝
統
産
業
で

あ
る
す
だ
れ
の
手
編

み
体
験
や
物
品
販
売

な
ど
。

と
き　
３
月
31
日
㈯
、

４
月
１
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

�
す
だ
れ
資
料
館

（
☎
53
・
１
３
３
６
）

バスのご利用を
イベント当日は駐車場の混雑が予
想されます。金剛寺へは河内長野
駅前４番のりばから「光明池駅」・

「サイクルセンター」・「天野山」
行きに乗車し（約 20 分）、天野
山バス停で下車してください。バ
スの利用は南海バス専用ＩＣカー
ド「なっち」やバス１日乗り放題
のモックルカード（600 円）がお
得です。また、モックルカードを
特典協賛施設で提示すれば商品
割引や無料サービスが受けられま
す。詳しくは問い合わせを。
�南海バス㈱河内長野営業所
（☎53-9043）または都市創生課

天
野
山

金
剛
寺
の

落
慶
法
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

内
容
・
対
象　
大
腸
が
ん
・
胃
が

ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40
歳
以

上
の
市
民
、
乳
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
で
平
成
30
年
度
中
に
奇
数
年

齢
に
な
る
か
平
成
29
年
度
未
受
診

の
女
性
市
民

と
き　
４
月
25
日
㈬
、
5
月
１
日

㈫
・
14
日
㈪
▽
午
前
中
に
実
施(

乳

が
ん
検
診
の
み
受
診
の
場
合
は
午

後
）
▽
定
員
あ
り

費
用　
大
腸
が
ん･

肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
＝

各
１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
費

用
免
除
制
度
あ
り
。

申
し
込
み　
３
月
５
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
▽

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
可

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
値
が
高
め（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６・

９
％
未
満
）
で
治
療
を
受
け
て
い

な
い
市
民

と
き　
３
月
20
日
㈫
午
後
１
時
10

分
～
４
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
（
予
約
制
）

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
自
殺
で
亡
く
な
る
人
は
全
国
で

年
間
約
２
万
２
０
０
０
人
、
府
内

で
も
約
１
２
５
０
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
そ
の
多

く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
、

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問

題
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
一
人

で
悩
ま
ず
専
門
の
相
談
機
関
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身
近
な

人
の
悩
み
に
気
づ
い
た
ら
、
温
か

く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
専
門
家
へ
の

相
談
を
す
す
め
る
な
ど
、
じ
っ
く

り
と
見
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
専
門
の
相
談
機
関

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・

５
５
６
）

◎
関
西
い
の
ち
の
電
話
（
☎
06
・

６
３
０
９
・
１
１
２
１
）

�
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ

ー
（
☎
06・６
６
９
１
・
２
８
１
８
）

税
金

市
税
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
す
か

　
平
成
29
年
度
市
税
（
市
・
府
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
）
は
、
す
で
に

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
納
付
せ
ず
放
置
し
て
い
る
と
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、
速
や

か
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早
急
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

税金健康

市
・
府
民
税
な
ど
の
申
告
は

3
月
15
日
ま
で
に

■
平
成
30
年
度
（
29
年
中
の
収
入

な
ど
）
の
市
・
府
民
税
の
申
告

受
付
場
所　
市
役
所

持
ち
物　
①
前
年
の
所
得
額
が
わ

か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
・
賃
金

支
払
明
細
書
・
収
支
内
訳
に
関
す

る
書
類
）、②
前
年
中
に
支
払
っ
た

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料

な
ど
の
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料
・
国
民
年
金
保
険
料
含
む
）
や

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
寄

附
金
の
領
収
書
・
支
払
証
明
書
な

ど
、
③
前
年
の
申
告
書
控
え
、
④

申
告
書
用
紙
、
⑤
印
鑑
、
⑥
配
偶

者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
な
ど
、⑦

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
本
人

確
認
書
類

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

や
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
税
務
課

■
所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告

受
付
場
所　
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富

田
林
市
）

�
富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧

　
平
成
30
年
度
の
①
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
、
②
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象　
納
税
者
、
納
税
者
の
同
居

親
族
、
納
税
者
の
委
任
状
を
持
つ

人
（
②
は
賃
借
料
な
ど
を
支
払
っ

て
い
る
借
地
・
借
家
人
も
可
）

と
き　
①
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31

日
㈭
、
②
４
月
２
日
㈪
以
降
▽
い

ず
れ
も
市
役
所
業
務
時
間
中

と
こ
ろ　
税
務
課

※
①
②
と
も
本
人
と
確
認
で
き
る

書
類
（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
納
税
通
知
書
、運
転
免
許
証
、健

康
保
険
証
な
ど
）
の
提
示
が
必
要

▽
②
は
借
地
・
借
家
人
が
行
う
場

合
、
借
地
・
借
家
の
権
利
関
係
を

示
す
書
類
が
必
要
で
す
。

�
税
務
課

原
付
自
転
車
な
ど
の
廃
車
申
告

は
３
月
30
日
ま
で
に

　

処
分
、
譲
渡
し
て
も
廃
車
な
ど

の
申
告
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。必

ず
３
月
30
日
ま
で
に
申
告
を
。

■
原
動
機
付
自
転
車
と
小
型
特
殊

自
動
車

受
付
場
所　
税
務
課

持
ち
物　
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
）
と
原
動
機
付
自
転
車
申
告

済
証
、
印
鑑

※
解
体
、
盗
難
、
譲
渡
な
ど
で
標

識
が
な
い
人
は
ご
相
談
を
。

※
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
軽
自

動
車
検
査
協
会
大
阪
主
管
事
務
所

和
泉
支
所
（
☎
０
５
０
・
３
８
１

６
・
１
８
４
２
）
へ
、
２
輪
の
軽
自

動
車
（
１
２
５
㏄
超
）
と
２
輪
小

型
自
動
車
（
２
５
０
㏄
超
）
は
近

畿
運
輸
局
和
泉
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所
（
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・

２
０
６
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

�
税
務
課

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は

３
月
30
日
ま
で
に

　
市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
次
の
市
税
を
口
座

振
替
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関

の
窓
口
で
３
月
30
日
ま
で
に
申
し

込
み
を
。

持
ち
物　
通
帳
、
届
出
印
、
納
税

（
納
付
）
等
の
通
知
書

種
類　
軽
自
動
車
税
（
５
月
31
日

振
替
分
）、
市
・
府
民
税
（
普
通
徴

収
▽
７
月
２
日
振
替
分
）

�
税
務
課

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談

相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）
受付時間 午前10時～11時（詳細は問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
場所 保健センター

※診断や治療方法についての相談は対応不可▷希望
者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健センターへ
申し込みを。

休日急病診療所

内科
歯科

場所　菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
受付時間　土曜日（内科のみ）= 午後６時〜８時40分、日曜日・
祝休日 = 午前 10 時〜 11 時 40 分と午後１時〜３時 40 分
※内科は中学生以下受診不可。

小児科
（    ）

場所　富田林病院（富田林市向陽台１-３-36、☎29-1121）
▷小児科診療は、近隣市町村共同で医師を確保し、数少な
い小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。
受付時間　日曜日・祝休日午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

中学生
以下

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

　
市
内
に
は
、
天
野
山
金
剛

寺
と
檜ひ

の

尾お

山ざ
ん

観
心
寺
を
中
心

に
、
歴
史
遺
産
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
国
宝
７
点
、
重
要
文
化
財

77
点
で
合
計
84
点
。
こ
の
数

は
全
国
１
７
１
８
市
町
村(

東
京
23
区
を
除
く)

の
中
で

第
15
位
で
す
。
参
考
ま
で
に

上
位
は
京
都
市
、奈
良
市
、大

阪
市
、
大
津
市
、
斑い

か

鳩る
が

町ち
ょ
うと

な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
剛
寺
は
女
人
高
野
と
い

わ
れ
、女
人
禁
制
の
高
野
山
に

代
わ
っ
て
、多
く
の
女
性
が
詣

で
た
場
所
で
す
。
ま
た
、
南
北

朝
時
代
の
１
３
５
４
年
か
ら
１

３
５
７
年
ま
で
３
年
余
り
の
間
、

南
朝
の
後
村
上
天
皇
と
北
朝

の
光
厳
上
皇(

北
朝
は
院
政)

、

つ
ま
り
、そ
の
当
時
の
両
朝
の

ト
ッ
プ
が
通
路
を
隔
て
て
住
ん

で
い
た
場
所
と
し
て
も
有
名
で

市
長
コ
ラ
ム

今
年
こ
そ

日
本
遺
産
認
定
を

す
。
今
月
27
日
に
は
、金
堂
の

修
復
を
経
て
、３
０
０
年
ぶ
り

に
落
慶
法
要
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
観
心
寺
は
１
３
５
９

年
か
ら
１
３
６
０
年
ま
で
１
年

足
ら
ず
の
間
、
後
村
上
天
皇

が
金
剛
寺
か
ら
移
り
住
ん
だ

場
所
で
、楠
木
正
成
の
首
塚
や

正
成
が
湊
川
で
戦
死
し
た
た

め
に
三
重
塔
に
至
ら
な
か
っ
た

建
掛
塔
、
大
阪
府
最
古
級
の

建
造
物
で
あ
る
金
堂
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
天

皇
即
位
大
典
の
た
め
に
京
都

御
苑
に
建
て
ら
れ
た
饗き

ょ
う

宴え
ん

場じ
ょ
う

の
一
部
を
移
築
改
造
し
た
恩

賜
講
堂
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、こ
の
２
つ
の
寺
院

を
中
心
に
、「
寺
領
の
荘
園
」

に
つ
い
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開

し
、
市
単
独
で
「
日
本
遺
産
」

に
申
請
し
ま
し
た
。結
果
が
出

る
の
は
５
月
ご
ろ
で
す
。

河内長野市長　島田智明

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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内う
ち

村む
ら 

華は

菜な

（
清
教
学
園
高
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

阪さ
か

倉く
ら 

万ま

葉よ

（
清
教
学
園
高
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

花は
な

岡お
か 

瞳ひ
と
み（
清
教
学
園
高
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

麦む
ぎ

谷た
に 

知ち

加か

（
清
教
学
園
高
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

矢や

野の 

聡さ
と

美み

（
清
教
学
園
高
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

小お

田だ 

奈な

津つ

子こ

（
清
教
学
園
高
３
年
、
書
道
）

谷た
に

川か
わ 

実み

優ゆ

（
金
剛
高
２
年
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
）

三み

木き 

彰あ
き

智と
も

（
履
正
社
高
２
年
、
野
球
）

簑み
の

田だ 

圭け
い

太た

（
太
成
学
院
大
学
高
２
年
、
水
泳
）

今い
ま

永な
が 

虎た
い

雅が

（
王
寺
工
業
高
３
年
、
ボ
ク
シ
ン
グ
）	

小お

野の 

菜な

な々

子こ

（
登
美
丘
高
３
年
、
ダ
ン
ス
）	

津つ

田だ 

悠ゆ
う

輔す
け

（
サ
ッ
カ
ー
）

久く

保ぼ 

真ま

子こ

（
な
ぎ
な
た
）

金か
な

岡お
か 

智さ
と

子こ

（
な
ぎ
な
た
）

金か
ね

子こ 

卓た
く

哉や

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

堀ほ
り

野の 

正た
だ
し（

棒
高
跳
び
）

～
団
体
の
部
～

清
教
学
園
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
吹
奏
楽
）

清
教
学
園
中
学
校
合
唱
部
（
合
唱
）

清
教
学
園
高
等
学
校
合
唱
部
（
合
唱
）

清
教
学
園
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
部
（
な
ぎ
な
た
）

ス
タ
ジ
オ  

キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ  

ジ
ュ
ニ
ア

（
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
）

ス
タ
ジ
オ  

キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ  

シ
ニ
ア

（
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
）

年
賀
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
に
書
く
力
を
養
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
河
内
長
野
郵
便
局
と
共

催
し
た
「
年
賀
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」。

３
年
後
の
自
分
や
郷
土
の
偉
人
・
高た

か
む
こ
の向

玄く
ろ
ま
ろ理

に
向
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
新
年
の

抱
負
な
ど
を
描
い
た
年
賀
状
を
出
そ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
通
算
４
回
目
と
な
る
今
回
は
１
０
０

５
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、市

長
賞
・
教
育
長
賞
が
各
１
点
、
入
賞
が

20
点
選
ば
れ
ま
し
た
。

�
教
育
指
導
課

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
府
内
で
最
初
に
ス
タ
ー
ト
し
た

本
市
の
学
校
運
営
協
議
会
。
平
成

24
年
か
ら
導
入
し
、
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
育
む
風
土
を
醸
成
し
、

地
域
総
ぐ
る
み
で
よ
り
よ
い
教
育

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
、
こ
の
活
動
に
文
部
科
学
大

臣
か
ら
表
彰
を
受
け
、
今
年
２
月

に
キ
ッ
ク
ス
で
行
わ
れ
た
教
育
講

演
会
で
、
教
育
長
か
ら
各
会
の
会

長
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
教
育
指
導
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
証
明

制
度
に
つ
い
て

　
市
で
は
学
校
や
地
域
な
ど
市
民

の
み
な
さ
ん
と
共
に
環
境
を
守
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
若

い
世
代
な
ど
が
一
緒
に
活
動
を
す

る「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実

践
証
明
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
活
動
実
績
に
対
し
て
市
か
ら

「
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
。
今
年

度
も
、
こ
の
証
明
書
を
大
学
の
推

薦
入
試
に
使
っ
た
長
野
高
校
自
然

科
学
部
の
生
徒
た
ち
が
み
ご
と
大

学
に
合
格
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
政
策
課

教育・文化

　ふるさとへの愛着を深め
てもらおうと、市と河内長
野青年会議所、市校長会で
は、小学生を対象に印象に
残る地域の建造物や、樹木、
風景などへの思いが込めら
れた写真を募集しました。
今年は、各小学校の代表作
品の中から「子どもが選ぶ

『美しの里』」最優秀賞に櫻
さくら

井
い

萌
も

絵
え

さん（楠小５年）の作品
が認定されました。
�教育指導課

　2025日本万国博覧会誘致委員会では、2025年に
万博を大阪に誘致するための取り組みの一つとして、
小学生を対象に「私が考える未来の社会」をテーマ
に作品を募集しました。その結果、寺

て ら

垣
が き

佑
ゆ う

真
ま

さん
（美加の台小６年）がみごと優秀賞を受賞しました。
�教育指導課

学
校
給
食
献
立

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

　
魚
料
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
校
給
食

献
立
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
市
内
の
小
学
校

５
・
６
年
生
か
ら
合
計
３
４
４
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
髙た

か

出い
で

ゆ
な
さ
ん
（
千
代
田
小
６
年
）

の
作
品
が
、
優
秀
賞
に
は
若わ

か

松ま
つ

玉た
ま

桔き

さ

ん
（
三
日
市
小
５
年
）
と
山や

ま

元も
と

千ち

佳か

さ

ん
（
美
加
の
台
小
６
年
）
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

◎
髙
出
さ
ん
の
作
品
「
運
動
会
応
援
給

食
」

い
わ
し
の
つ
み
れ
揚
げ
・
し
じ
み
の
み

そ
汁
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
和
風
サ
ラ
ダ
・
梅

干
し
・
ら
っ
き
ょ
・
ご
飯
・
古
代
米
・

牛
乳
・
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

�
教
育
指
導
課

受
賞
お
め
で
と
う

　
さ
ま
ざ
ま
な
公
募
や
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
で
受
賞
さ
れ
た
人
を
紹
介

し
ま
す
。

私の考える万博絵画展子どもが選ぶ「美しの里」

►市長賞　西
にし

口
ぐち

明
あ

日
す

香
か

さん
（美加の台小４年）の作品

▲教育長賞　小
お

谷
だに

千
ち

尋
ひろ

さん
（千代田中２年）の作品

～
個
人
の
部
～

谷た
に

口ぐ
ち 

愛あ
い

奈な

（
千
代
田
小
２
年
、
絵
画
）

和わ

田だ 

怜れ
い

良ら

（
千
代
田
小
６
年
、
軟
式
野
球
）

下し
も

村む
ら 

穏の

空ん

（
川
上
小
６
年
、
軟
式
野
球
）

木き

原は
ら 

陸り
く

（
長
野
中
３
年
、
水
泳
）

安あ
ん

達た
つ 

啓け
い

斗と

（
千
代
田
中
１
年
、
水
泳
）

新し
ん

谷た
に 

好こ
う

喜き

（
千
代
田
中
２
年
、
水
泳
）

堀ほ
り

江え 

亜あ

紋も
ん

（
美
加
の
台
中
１
年
、
ボ
ク
シ
ン
グ
）

余よ

田で
ん 

朝と
も

香か

（
清
教
学
園
中
３
年
、
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
）

岩い
わ

田た 

奈な

な々

（
清
教
学
園
中
２
年
、
な
ぎ
な
た
）

宇う

野の 

瑞み
ず

穂ほ

（
清
教
学
園
中
２
年
、
な
ぎ
な
た
）

間ま

瀬せ 

も
も
こ
（
清
教
学
園
中
２
年
、
な
ぎ
な
た
）

山や
ま

本も
と 

菜な

生お

（
清
教
学
園
中
２
年
、
な
ぎ
な
た
）

石い
し

川か
わ 

結ゆ

唯い

（
清
教
学
園
中
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

大お
お

矢や 

智ち

秋あ
き

（
清
教
学
園
中
３
年
、
な
ぎ
な
た
）

清し

水み
ず 

愛あ
い

莉り

（
清
教
学
園
高
２
年
、
な
ぎ
な
た
）

　２月21日、平成29年度教育
委員会表彰式が行われました。
教育委員会表彰は、文化活動
やスポーツ分野などで優秀な
成績を収め、公募などにより
推薦された個人や団体の中か
ら表彰するものです。晴れの
受賞者は次のみなさんです（氏
名・団体名は順不同）。
�教育総務課

教育委員会表彰

く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ
に
応
募
を

■
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
応
募
し
よ
う

　
く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ
に
認
定
さ
れ

た
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

と
も
ら
え
る
「
く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ

シ
ー
ル
」
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に

貼
っ
て
応
募
す
る
と
、
１
年
間
の

成
果
と
し
て
「
く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ

認
定
証
」
が
も
ら
え
ま
す
。

応
募
期
間　
４
月
14
日
㈯
ま
で

■
制
度
が
終
了
し
ま
す

　
く
ろ
ま
ろ
キ
ッ
ズ
の
認
定
講
座

は
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。
長
年
ご
愛
顧
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）



※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と３月５日㈪・12日㈪・
19 日㈪午前 10 時～午後３時 30 分▷３
月 12 日㈪＝「親子でエクササイズ」（午
前 11時～）、16 日㈮＝「みんなでスト
レッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時
３月 22 日㈭＝「伝承遊びを楽しもう」（午
前 11時～正午）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ３月 14 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ３月 16 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ３月 28 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

市政と関連情報 モックル生活ガイド子育て

協
働

協働
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
い
ず
れ
も
、
あ
い
っ
く
（
ノ
バ

テ
ィ
な
が
の
北
館
内
）
で
開
催
。

❶
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
就
学
前
の
多
胎
児
と
そ
の

保
護
者
（
多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
３
月
15
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❷
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
公
園
の
遊
具
で
遊
び
、
み
ん
な

で
手
遊
び
や
紙
芝
居
を
見
ま
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　

と
き　
３
月
23
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）　

と
こ
ろ　
美
加
の
台
第
１
公
園　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

❸
フ
ァ
ミ
リ
ー
★
コ
ン
サ
ー
ト　
　

　
ス
キ
ッ
プ
が
く
だ
ん
が
や
っ
て

く
る
！

対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
家
庭

の
親
子
（
保
護
者
の
み
も
可
）　

と
き　
３
月
21
日
㈷
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分（
こ
の
時
間
の
み

開
館
）

定
員　
２
０
０
人
（
抽
選
）

❹ 

ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
親
子
で
、
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本

を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
３
月
22
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❺
子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
た
め
の

ミ
ニ
マ
ネ
ー
講
座

　
子
育
て
に
か
か
る
お
金
の
知
識

や
生
活
設
計
、
お
金
の
貯
め
方
の

コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　
３
月
18
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
家
庭　

定
員　
10
家
庭
（
子
ど
も
同
室
▽

抽
選
）

❻
親
子
で
つ
く
ろ
う
！
び
っ
く
り

ば
こ

　
家
に
あ
る
身
近
な
廃
材
を
使
っ

て
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
ま
す
。

と
き　
３
月
26
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
21
年
４

月
2
日
～
平
成
26
年
４
月
1
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❼
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム　

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

の
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
を
し

ま
す
。

と
き　
4
月
2
日
㈪
・
9
日
㈪
・

16
日
㈪
・
23
日
㈪
午
後
1
時
～
3

時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）　

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
11

月
１
日
～
平
成
30
年
１
月
31
日
生

ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親

❽
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま
て
交
流
会

　
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
楽
し
い

触
れ
合
い
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
27
年
４

月
２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
３
月
13
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

❸
～
❽
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

子
育
て

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
３
月
11
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
２
月
28
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、�
50
・
４
６
６
５
）

ぺ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
何
度
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
、叱

っ
て
ば
っ
か
り
な
ど
の
悩
み
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
行
動
を

理
解
し
、
適
切
な
対
応
方
法
を
学

び
、
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
め
ざ

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
年
中
、
年
長

児
の
子
ど
も
の
保
護
者
（
保
護
者

の
み
の
参
加
）

と
き　
４
月
24
日
㈫
、
５
月
１
日

㈫
・
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22
日
㈫

午
前
10
時
30
～
正
午
（
５
回
シ
リ

市
民
公
益
活
動
補
償
制
度
の

加
入
・
更
新
を

　
市
民
公
益
活
動
補
償
制
度
を
利

用
す
る
に
は
市
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。
昨
年
度
に
登
録
し
た
団
体

（
自
治
会
を
除
く
）も
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
団
体
の
メ
ン
バ
ー

◎
活
動
の
拠
点
が
市
内
で
あ
る

◎
５
人
以
上
の
市
民
で
組
織
さ
れ

て
い
る

◎
継
続
し
て
公
益
的
な
活
動
を
無

ー
ズ
）

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）　

定
員　
６
人
（
抽
選
▽
初
回
参
加

者
優
先
▽
き
ょ
う
だ
い
の
保
育
あ

り
）　

申
し
込
み　
３
月
23
日
ま
で
に
電

話
で
あ
い
っ
く
相
談
ゾ
ー
ン
へ（
受

け
付
け
は
土
日
祝
日
除
く
午
前
10

時
か
ら
）
▽
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か

ら
も
申
し
込
み
可（
3
月
９
日
ま
で
）

�
あ
い
っ
く
相
談
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
（
☎
50
・
４
６
７
１
）

報
酬
で
行
っ
て
い
る

対
象
活
動　
地
域
社
会
活
動
、
青

少
年
健
全
育
成
活
動
、
社
会
福
祉

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
普
及

指
導
活
動
な
ど
の
公
益
性
の
あ
る

活
動

※
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と

す
る
活
動
や
趣
味
・
自
助
的
な
活

動
、
宿
泊
を
伴
う
活
動
は
対
象
外
。

補
償
期
間　
登
録
が
あ
っ
た
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

補
償
内
容　
賠
償
補
償
＝
公
益
活

動
中
に
第
三
者
に
損
害
を
与
え
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
場

合
に
補
償
、
傷
害
補
償
＝
公
益
活

動
中
に
偶
然
の
事
故
に
よ
り
け
が

や
死
亡
し
た
場
合
に
補
償

申
し
込
み　
自
治
協
働
課
ま
た
は

各
団
体
の
担
当
課
へ

�
自
治
協
働
課

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
～
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
３
月
５
日
㈪
・
19
日
㈪
・

26
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

■
２
～
３
歳
児
と
保
護
者
対
象

と
き　
３
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
午

後
２
時
30
分
～
（
15
分
程
度
）

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

■
４
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
対
象

と
き　
３
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
午

後
３
時
30
分
～
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

■
小
学
生
対
象

と
き　
３
月
３
日
㈯
・
24
日
㈯
午

前
11
時
～
、
３
月
17
日
㈯
午
後
２

時
～
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
図
書
館
へ

（
３
月
24
日
は
保
護
者
も
入
場
可
）。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親子ふれあい教室
「いち・に・のジャンプ！」
　子どもには親子遊びや集団遊び、保護者にはス
タッフ（保育士・保健師・心理相談員）による個
別またはグループでの話し合いを通じて、悩みの
解決をお手伝いします。
対象　毎日の育児の中で「ことばが遅い」「落ち着
きがない」などの心配事がある市内在住の親子（子
どもはおおむね２歳～４歳）　
とき　４月～９月（子どもの年齢に応じて曜日を
設定、時間は午前10時～正午）　
ところ　あいっく
申し込み　３月５日～９日にあいっく相談ゾーン
へ（土・日を除く▷時間は午前10時～午後５時）
�あいっく相談ゾーン（☎50-4671）
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まちの話題をお届けします

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

　1 月 20 日、市民総合体育館でボールゲームフェス
タが行われました。これは日本トップリーグ連携機構
が全国で開催している催しで、今年度は本市で28か所
目。午前と午後の部にわかれ、午前はラグビートップ
リーグ元 NEC ヘッドコーチの岡

おか

村
むら

要
かなめ

さんと V リーグ元
NECREDROCKETS の田

た

口
ぐち

恵
めぐみ

さんの指導のもと、参加し
た小学生がボールを使った遊びを体験しました。また、ゲ
ストにロンドンオリンピック柔道銀メダリストの杉

すぎ

本
もと

美
み

香
か

さんも参加し、ボール遊びの楽しさを伝えていました。午
後は、サッカーやバスケットボールなど 4 種の競技に分か
れ、約 100 人の小学生が楽しみながら汗を流しました。

ボールで五感を鍛えよう
ボールゲームフェスタ

　武庫川女子大学 2 年生のグループ（写真左から山
やま

﨑
ざき

蓮
はす

珠
み

さん、櫻
さくら

井
い

穂
ほ

乃
の

花
か

さん、石
いし

川
かわ

真
ま

帆
ほ

さん、丸
まる

尾
お

奈
な

菜
な

美
み

さん、篠
しの

原
はら

沙
さ

織
おり

さん、松
まつ

浦
うら

紗
さ

里
り

さん）が市内を取材して情報を集め、
同コンテストで観光プランを提案し、18 大学 45 チームの
応募の中からみごと大阪府知事賞（準優勝）を受賞しました。
　代表の丸尾さんは、「モノ消費ではなく、体験というコ
ト消費で地域が活性化するのではと考え、河内長野市を
選びました。ジャムづくりやドライフルーツづくりなど
の体験が話題になれば」と爽やかに話していました。今
後も若い目線で市の魅力発信に協力いただきます。

歌と踊りで異文化交流
KIFA 設立 25 周年記念式典

　バトントワーリング全国大会にて団体 1位、世界大会で
個人１位の成績を納めたスタジオ キャッツアイ所属の選手
の５名（上写真上段左から大

おお

宅
や

彩
さい

賀
か

さん、菊
きく

原
はら

小
こ

百
ゆ

合
り

さん、
下段左から大

おお

西
にし

帝
てぃ

愛
あ

羅
ら

さん、辻
つじ

本
もと

梨
りん

さん、徳
とく

留
とめ

史
し

織
お り

さん）と、
昨年 12 月に行われた関西大会で優勝し全国大会に出場す
る南河内地区の女子小学生サッカーチーム（ミードレイガ
ールズ）に所属の選手２名（下写真左から内

うち

田
だ

菜
な

奈
な

帆
ほ

さん、
中
なか

谷
た に

莉
り

奈
な

さん）が２月５日に市役所を訪れ、島田市長に報
告を行いました。市長からエールを送られると、選手たち
は「精一杯がんばります」と抱負を語っていました。

夢に向かってがんばります
表敬訪問

Photo new
s kaw

achinagano

地球戦士ゼロスがやってきた
防犯教室

　１月 25 日、市役所で河内長野警察による防犯教室
が開催されました。当日は高齢者が詐欺にあわない
ための防犯教室や、連れ去り防止をテーマとした地
球戦士ゼロスによるヒーローショーが行われました。
参加した来庁者や汐ノ宮保育園の園児たちは、真剣
に講演に耳を傾け、ヒーローショーでは大いに盛りあ
がり、防犯意識を高めていました。また、市民と警察、
市が安全・安心のまちづくりに取り組んできた結果、
平成 29 年中の市内における犯罪発生率が大阪府内
33 市の中で最も少ない結果となりました。

市を題材にしたプランが準優勝
大学生ＯＳＡＫＡ観光まちづくりコンテスト

　１月 21 日、国際交流協会（KIFA）設立 25 周年を記
念した式典・公演会がキックスで開催され、173 人が参
加しました。市指定無形民俗文化財である西代神楽から
始まり、KIFA の活動紹介が行われた後、フィリピンの学
生による民族舞踊やペルー音楽の演奏が披露され、来場
者は華やかな舞台に魅了されました。同協会は、多文化
共生の取り組みを行っており、グローバルな時代の流れ
の中でこそ地域のみなさんとのふれあいを大切にしたい
と考えています。今後も様々な催しを通して、国際交流・
異文化理解を深めていきますので是非ご参加ください。


